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※記載の内容はあくまで提案時点での予定であり、変更となる場合があります

多世代交流エリアの一大拠点になることで、エリア全体がにぎわ
い、十三駅や淀川通りからの通行者が増えることが予測されます。
そのため、地域への顔となり、通行者の主動線となる淀川通りに面
して、明るく開放的な広場とゆとりある歩行者空間をつくります。

幅8mの通行しやすい
歩行者通路

幅8mの通行しやすい
歩行者通路

セットバックと低層化により、
周辺への圧迫感を低減

セットバックと低層化により、
周辺への圧迫感を低減

周辺地域にゆとりを提供する
約2700㎡の大きな公開空地
周辺地域にゆとりを提供する
約2700㎡の大きな公開空地

地域への顔となる広場と歩道を淀川通り沿いに配置

スーパーマーケット

にぎわい広場

共用アプローチ

憩いや散歩がしたくなる、緑豊
かで気持ちの良い屋外環境を
創出します。

潤いのある緑の中で、多世代
の交流を育みます。（防災・炊き
出しイベントイメージ）

青空のもとで地域のマルシェ
などのイベントを開催
（イメージ）

にぎわい広場（公開空地） にぎわい広場（公開空地）

店舗で買物をした後に、イート
インで食事・団らんできる場所
を設けます。

スーパーマーケット（１階）

遊びの場となる
屋上庭園

河川敷へつなぐ
緑道

北側からの安定した
自然採光を導入

共用部を活用した空気層により
専有部を安定した熱環境

木漏れ日空間 四季折々の緑

自然の光・風を活かし、省エネに寄与するパッシブデザイン

低層部を中心に「緑のマウンド」をつくり、ヒートアイランド緩和と憩いの場を創出

複合施設棟

学校施設棟

環境負荷の低減 地域環境に優しい「緑のマウンド」をつくり、ヒートアイランドを緩和します

周辺環境への配慮 淀川通りに面して、明るく開放的な広場と、安全な歩行者空間をつくります

スーパーマーケット
にぎわい広場

にぎわい広場やスーパーマーケットによって多様な人々を呼び込み、
市立図書館への人の流れを促進します
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